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 愛媛県東部 には,少 な くとも次 の2種 類のア(ク セ ン ト)が 分布 す る:讃 岐式(観 音寺型)(2モ ーラ
名詞 の類 の統 合1.3/2/4/5),中央式(同1/2.3/4/5)1)。前者 は,少 な くとも海 岸沿 いには,お そ
らく香川県西部か ら連続 して分 布 し2),後 者は前者 の西側 に分布 す る。本稿 は,こ の讃岐式 と中央式 の境
界 に関す る調査報告 である。
 従来,こ の アの境 界 の位置 は十 分明 らかではなかったようで ある。例 えば,平 山(1957)の 「四国方 言
音調分布図」 では,西 条市 と周桑郡小松町 の間にあるとされ る(但 し,本 文の記述 か らは,必 ず しもはっ
き りしないよ うで ある)。 金 田一(1977)pp.176-177の「アクセ ン ト分布 図」で はそれ よ り東 の,新 居
浜 市 と西条市 の境界 あた りにあ るよ うに見える。筆者 の調査 によれば,金 田一氏 のもの に近 く,新 居浜市
の西部(西 条市寄 り)に あ ることが判明 した 。
1.調 査 の概要
 調査地点 を図1に 示 す。西条 市東 部に境界があ るかと予想 して(cf,平 山氏 ・金 田一氏 の分布 図),西
条市か ら調査 を始 めた。 ところが,そ こは全域中央式 だったので,順 次東(新 居浜 市域)に 調査 を進 めて
行 った。そのため,調 査地 点が境界 の西側 に片寄つて しまった。 また境界近 くの2集 落(馬 淵 と西之端)
が未調査 なのは遺憾 で ある。なお,そ の南側 の,東 川 の上流の山地 に,以 前 は小味地 とい う小集 落が あっ
たが,現 在 は無人 。
 話者の氏名 ・生年性別を下に示す。概略西から東に。地点名は旧名称(明22市 町村制施行時のもの,
但 し1部 はそれ以前のものも含む)。 地名の読みかたは話者に聞いたもの。本稿のテーマとはやや離れる
が,伊 予三島市 と川之江市の調査結果の1部 も併せて報告するので,そ の話者氏名 ・生年陛別も示す3)。
諸般の事隋で,話 者の生年性別はかなりばらっいてしまった。
あれ これ不備 が多いが,そ れ で も一応 この地域のアの分布状況 はとらえ られ よ う。
 〔現西条市域〕
1.氷 見(ヒ ミ)村 新出(シ ンデ)
2.橘 村西田
3.神 戸(カ ンベ)村(集 落名失)
秦   智 子 氏
難 波 江 貢 氏





4.大 町村大南上(オ ー ミナ ミカ ミ)
5.神 拝(カ ンバ イ)村 上喜多川(カ ミキタガ ワ)
6.西 条町(チ ョー)本 町(ホ ンマチ)
7。 玉津村下島山(シ モ シマ ヤマ)
8.同 村横黒
9.同 村船屋(フ ナヤ)東 北
!0― 大生院(オ ー ジ ョー イン)村 大浜
11.飯 岡(イ ーオカ)村 半 田
12.玉 津村所 藪(ト コロヤ ブ)
13.飯 岡村亀 ノ甲(カ メ ノコ)
〔現新居浜 市域 〕
14.大 生院村大生院銀 杏 ノ木(イ チョー 小キ)
15.萩 生(ハ ギュー)村 岸 の下
16.同 村 同集落
17.同 村西
18一 同村旦 の上(ダ ンノゥェ)
19.同 村東(ヒ ガシ)
20.同 村 同集落
21.同 村治郎丸(ジ ローマル)四 軒家(シ ケンヤ)
22.中 村横水(ヨ コズイ)
23.同 村本郷
24.同 村 上原(ウ ワバラ)宮 ノ西
25.同 村 同集落西 ノ窪(ク ボ)
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話者8は 話者7と 同席で調査。あとは各話者別々に調査。話者26は 簡略調査で結果の提示略。萩生村
と中村は明22合 併 し,中 萩村 となった。
 現在,新 居浜と西条を結ぶ道 は2ヵ 所にある。海岸沿いの磯浦 と船屋 を結ぶ道 と,内 陸の予讃本線近 く
の平地の何本かの道 と。前者はごく最近できたものである。磯浦 と船屋の間は海岸まで山がせまり,集 落
もなく,以 前はそこを行 き来することは不可能であった。後者には昔からの街道もあり,街 道沿い と周辺
の平地には,新 居浜から西条までずっと,集 落が点在している。上記2カ 所の道にはさまれた山地に集落
はない。
2.讃 岐式と中央式の比較
 調査地域にお ける① 讃岐式 と② 中央式 の,3モ ーラまでのア と類 別 語彙 の所属 を表1に 示 す。記 号の
意味:「 は上昇,1は 下降,▽ はわずかな下降,○ は 自立語 のモー ラ,・コは順接 の付属語 のモー ラ,衄 …
は自立語 のモー ラ数,名 は名 詞 動 は動講 形は形容PH」sコ は高起式 力は下降式,テ は低起式4)。 用言
は,終 止 ・連体形 のア(終 止形 と連 体形 のアは同 じ)を 示す。
表1の 注意点。
低起式 は① ② とも早 上が りとみ なすが,そ れほ ど明瞭ではない5)。
獲=テ0とQ=テ2,皿=カ(コ)0と 櫃糒力(コ)3,皿=テ0と 皿=テ3は,① ② ともに,各 々付属
語 をつけないと区別 な し(モ ー ラ内 の下降調 な し)6)。
 ③ と ② のアの比較(④ ◎)
 ④ ア体系の面か らは,① ② と もに2つ の式 と下げ核 が弁 別的 な体 系 で ある。 但 し,式 に関 して は,
① は下 降式 と低起式,② は高 起式 と低 起式 であ る。高 起式 と下 降式 の相違 は,わ ずかな下降(自 然下
降 よ り大 きく,核 による下降 よ り小 さい)の 有無であ る。 また低起式 につ き注5)参 照 。
 ◎ 所 属語彙 にっいて,次 の4点 に注意 。Q名3類 は,① でカ0,② で コ1,皿 名4・5類 は,例 外 が
多いが,① でカo>② で コ1(4類 の1部 に コ2も)。 表1に は あげ なか ったが,N形1・2類 は,① で
テ2a② で コ2。 また,1[=カ(コ)0に 低接 の付属語 がっ くと,文 節全 体 を1単 位 とみて,① でカ19
② で コ2。 なお9讃 岐式 ・中央式 な どの 「式」 は,上 野(1986)の 定義 によると2モ ー ラ名詞 の類 の統合
の しかたに基 く。従 って,讃 岐式 と中央式 を区別す るものは,上 記4点 の うち,皿 名3類 のアであ る。
ろ.調 査結果
3.1 上記 ④ ◎ が境界地帯 で ど うなって いるかを述べる。
まず④にっ いて 。境界地 帯 では下降式 か高起式かの聞 き分けは難 しい。そ の境界 はは っき りしないが,
あえて言えば図1の 讃岐式 と中央式の境界に大体一致するか。
 一般 に新居浜市の讃岐式 は下降することはするが,そ の度合は川之江や三島のそれよりも小さいよ うで
ある。かなり広い地域にわたって連続的な移行をしているのかもしれない(こ の予想は上野善道氏(私 信)
一123 一
に よる)。 そこで,以 下においては,甚iだ 杜撰 であるが,高 起式 と下降式 を一括 して無印(0,1,2…)
で表 わすこ とにする(低 起式 は テo,テ2,テ3…)。 そ して もっぱ ら◎ について述 べて行 く。
 3.2.そ の前 に,調 査語彙 の うち,◎ と無関係な ものについて触れ る。なお,調 査語彙 のほ とんどは金
田―語彙 か ら抜 き出 した ものである。
 まず,全 地点 で同 じア(高 起式 と下降式 は同 じもの として扱 う)か それ に準ず るものは次 のよ うであ る。
なお,下 に ∬ﾘテ0に 属 す る とした ものの うち,用 言 につ いて,「 食 う柿 」 は話 者全 員 ク 「一 カ キ,
うに食われ ん」 にお いて,「 食 うに」は話者4と29で テ0型(他 の話 者未詳)。 全地 点1=0:柄,蚊,
子,戸(以 上1類),鵜(話 者7,8,18,27は1型),藻(話者18は1型)(以 上2類),毛(以 上X
類),気(が 狂 う),紗,間(が ぬける),絽(以 上その他)。 全地 点1=1:名(話 者12は0型),
葉,日(太 陽),矢(話 者23は0型)(以 上2類),歯,刃(以上X類)。 全地 点1=テ0:絵,尾(話
者5は0型),木,粉,酢,手,根,火,庇,穂(話 者29は0型),目,芽,湯,夜,輪(以 上3類)。
全地点ll:0:蟻,牛,梅,顔,柿,風 壁,釜,口,国(話 者15,19,21,24は1型),首,先(棒
の),酒,鯖,底,爪,鳥,庭,箱,端,蜂,鼻,右,水,道(以 上1類),蔦(話 者14は テ2型 。24
は1型 か?)(以 上2類),墓(以 上3類),味(以 上 その他)。 着 る,為 る,寝 る,行 く,買 う,貸 す,
咲 く,死 ぬ(全 般 に死 ぬる0型 も),泣 く,巻 く,言 う(以 上1類)。 全地点 鉦=1:真 似(話 者7,18,
19,20,28は0型)(以 上1類),鰺,石,岩(話 者23,28,29は0型 。ユ ワの人 も),歌,音,紙,
川,梨,夏,橋,旗,昼,冬,町,胸,村,雪,余 処(以 上2類),鞠(話 者25は0型 。 テ ンマル(テ
0)が 普 の人 も),鰐(話 者28,29,30は0型)(以上3類),先(に 行 け),元(は 先生(話 者11,
13は テ2)(以 上X類),蔓(以 上そ の他)。 居 る(以 上3類)。 濃 い,酢 い。着た(キ ータ(1}の 人 も),
寝 た。来 た,見 た。全地 点Bﾘテ0:誰,何 処(以 上1類),麻,穴,皮(以上3類),帯,鎌i(話 者5
は0型),下 駄,汁,隅,空,種 子,紘 何,針,船,松,麦,藁(以上4類),足 袋(以 上5類),今,
此処,其 処(以 上X類)。 生 む(以 上1類),来 る,出 る,見 る,編 む,飼 う,書 く,食 う,挿 す,立 つ,
飲 む(以 上2類)。 良え。全地点 皿=テ2:青,赤,秋,朝,汗,兄,虻(話 者5,6は0型),雨,井
戸,桶,蔭,黒,声,猿,白,縦,鶴 鍋,春,蛇(全 般 に クチナ(人 によ りテ0か テ2)も 。ヘンビ(ン)
(サ ン)(テ0)も の人 も,但 し,蛇 の1種 で神 の使 いとされ る),前(と うしろ)(「 以前」 の意 では
全地点1),窓(以 上5類)。 全地点 皿=0:田 合,嗽,飾,鰹,鎖,車,煙,魚,桜,相 撲,畳(話 者
3oは テ0型 か),寝 言,二 十 日,鼻 血,日 照,二 日,三 日,六 日,息 子(以 上1類),別 れ(話 者31と
33は1型)(以 上4類),問(家 と家の),所(時 と)(以 上X類)。 開 け る,抜 ける,腫 れ る,負 け
る(以 上1類),提 げる(以 上 その他),上 がる(緊 張。階段 は全地点 テo),歌 う,飾 る,沈 む(話 者
8,11は テ0型)(以 上1類)。 全地点 皿:1:形(話 者22は0型)(以 上1類),女(話 者1は2型)
(全 般 にオナ ゴ も。 オナ ゴは人により1ま たは0型 。但 し話者1は2型),東(話 者1は2型),三 っ(促 音
を含 む音節全 体 が核 を担 うが便宜上 ここに。音調は 「ミッ1ッ で,促 音 の部分 は高),娘(話 者1は2型),
六っ,八 っ,四 っ(以 上2類),昨ﾘ(人 によ りキ・ンニ ョ(1)ま た は キニ ョー(1)も)(以 上4類),朝
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日(話 者33は テ2型),鮑(話 者13は テ2型),従 兄弟,柘 榴(人 によ りジャク ロも),姿,紅 葉,山
葵(以 上5類),力,二 十才,向 う(以 上X類)。 買一た,咲 いた,死 んだ,泣 いた。開けた,腫 れ た。
赤 い,厚 い,甘 い,重 い(以 上1類),暑 い,白 い,高 い,広 い(以 上2類)。 全地点 皿=テ0:鰯(ユ
ワシの人 も),蕪,着 物,子 供(以 上1類),境(サ カエの人 も),峠(以 上4類),親 子(話 者21は
1型),茄 子(以 上5類),菖 蒲,兎(オ サ ギの人 も),鰻(オ ナギの人 も),蛙(ガ エル もの人 も,但
し特定種 か),狐,蝨,雀,李,高 さ,団 子,田 圃,長 さ,鼠 裸,裸 足,左,広 さ,み みず,蓬(ヨ ム
ギ またはユムギの人 も)(以 上6類),畑(以 上7類),欠 伸,鳥(以 上X類)。 編 んだ,書 いた,飼 一
た,立 った。歩 く,隠 す(以 上3類)。 全地点 皿=テ2:小 豆(以―ヒ2類),白 髪(以 上4類),襷(話
者31はo型,33は1型),柱(以 上5類),苺,後 ろ,蚕,兜,辛 子,鯨,薬,卵,盥,椿,鉛,緑(以
上7類),狸,と かげ(以 上X類)。 起 きた,晴 れた。全地点W=0:生 まれ る,並 べ る,忘 れ る(以 上
1類)a集 め る,離 れ る(以 上2類)。 全地点IV=1:飾 つた,上 が った(緊 張で。階段 は全地 点テ2),
歌 と一た(ウ トタ(!}の 人 も),写 した,落 とした,頼 んだ。生 まれた(話 者1は2型),並 べ た(同 左),
集 めた(同 左),離 れ た(同 左)。 無か った,良 かった。全地 点N=テ0:答 える(身 体 にこた えるは全
地 点0型)(以 上2類),抱 える,隠 れ る(以 上3類)。 全地点N=テ2:歩 いた,隠 した,抱 えた,隠
れ た。全地点V=テ2:濃 いかった,酢 いかった,赤 かった,甘 かった,重 かった。暑 か った,白 か った,
広か った。全地点順接 の付属語:オ,ガ(主 格),ト(並 列),二,ノ(連 体),ワ,カ ラ,ニ ワ(二+
ワ)。
 次 に,◎ に該 当す るもの を除いて,地 域差 がある(か)と 思 われ る語彙 をあげる。血(話 者31～33は
!型,他 は全 員0型)(以 上1類),巣(話 者31^°33は1型,他 は全員0型),背(丈)(話者1^18
と24は1型,他 は全員0型 。或 いはIl名3類 並 みかも)(以 上X類)。 飴(話 者1～14は0型,15～
33は テ0型),此(話 者31と33は テ0型,他 は全員0型),皺(話 者31^33は1型9他は0型),
鈴(話 者1,2と28^-30は0型,他 は1型),其(話 者31と33は テ0型,他 は全員0型),虫(話 者
11と13-17は1型,他 は全 員0型)(以 上1類),痣(話 者31^-33は1型,話 者10と30は0型,
他 は全員テ2型 。黒子 の意の人が多い),北(方 角)(話 者18と20^-23,25^29は0型,他は全員1
型),人(話 者19～23,25-30は0型,他 は全 員1型),肘(話 者9,20^-30は0型,他は全員1型)
(人 と肘 は9話 者31^-33(川 之江 ・伊予三島)を 除 くと3類 並 みの分布)(以 上2類),蛆(話 者30
は1型,31^-33は0型,他 は全員 テ2型),舌(話 者5～6,11^25はテ0型,他 は全員 テ2型)(但
しベ ロ(!)が 本来 の人多 し),孫(話 者1-4,7～8,13はテ2型,他 は全員1型)(以 上3類),牡
蠣(話 者31^-32は0型,33は1型,他 は全員 テ2型),(以 上5類),上(あ の～ は未詳)(話 者3～
9,11～12は0型}他 は全員1型),亀(話 者20～22,25,29～31は0型,32^-33はテ2型,他 は
全員1型 。3類 並みか も),下(あ の～は未詳)(話 者3～9,11～12は0型,他は全 員1型)(以 上
X類),氷(話 者31^33は 0型,他 は全員0型),隣(話 者12,15,17～33はテ0型 他 全員0
型)(以 上1類),袂(話 者1,2,5,8,12はテ2型,10は0型,他 は全員 テ0型),林(人 名不詳)
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(話 者1^-11,13～15,29,31～33型は0型,他 は全員 テ0型),蓆(話 者12,18～33は テ0型
17は0型,他 は全員 テ2型 。 ミシロの人 も)(以 上4類),火 著(話 者21,23～33は テ0型 他 は全
員 テ2型)(以 上5類),背 中(話 者31^33は テ0型 。但 し31は0型 も聞 くと。 他 は全員0型(以 上
6類),泉(話 者1は2型,2～11は0型,但 し4は1型 も,他 は全員 テ0型),小 麦(話 者31～33は
テ2型,1は2型,他 は全員1型),釣 瓶(話 者1～13,16は テ2型,他 は全員 テ0型),螢(話 者1～
7,9～12,29は1型,他 は全員 テ2型),盲(話 者27～30は テ0型,31^33は0型,他は全員 テ2
型),蕨(話 者1^-10,12,16,19,27は1型,22～25,29^-33はテ0型,28は0型,他 は全 員テ2
型)(以 上X類)。 起 きる(話 者2,3,16は1型,他は全員 テ0型 。実 際 には併 用 の人があるかも。2
類 は中央式 で1型 → テ0型 への変化が進行 中か),掛 ける(2,6は1型.他は全員 テ0型),下 げる(同
左),晴 れ る(同 左)(以 上2類)。 なお,数 詞は名詞 で調査 した。
 種 々 の 理 由(使 用 が 希,同 音 語 の ア や 複 合 語 の 前 部 要 素 と し て の ア の 影 響,共 通 語 化,世 代 差 な ど)で
ば ら っ き が 出 た 語 。 地 域 差 の 項 で取 りあ げ た も の の1部 は こ ち ら に も入 る と思 う。 帆(話 者13^-14,22
～33は テ0型,18は1型,他 はo型)(以 上1類),機(話 者2^-3,5,21,25,28は0型,但 し3
は テ0型 も,21は1型 も 。7,29は テ0型 。1は 不 使 。 他 は 全 員1型)(以 上2類),勝 ち(話 者21,
23,25,26,32は0型,但 し32は1型 も 。 他 は 全 員1型),塔(話 者3～5,7～9,22～24は1型,
但 し23は0型 も 。6^10,29～30は0型 。 他 は 全 員 テ0型),晴 れ(話 者1,11,21,31はテ2型,
27,32,33は0型,他 は 全 員1型)(以 上3類),今 日(話 者23,24,28>31～33はテ0型,あ とは
全 員 テ2型 。 実 際 に は 併 用 の 人 が か な りあ る か も 。 ま た,テ2は あ る種 の イ ン トネ ま た は そ れ が 固 定 した
も の か も 。 下 記 外 ・中 も こ れ に 準 ず る か),外(話 者2,3,8,10,20,21,23,24,27,28,30>31,
33は テ0型,但 し3,10>20,33はテ2型 も 。 他 は 全 員 テ2型),中(話 者2,3,7,8,10,11,16～
24,28～31,33は テ0型 。 但 し,3,33は テ2型 も 。 他 は 全 員 テ2型)(以 上4類),夜(話者1,3,
5^-7,10^-14,28,29,33はテ2型,他 は 全 員 テ0型)(以 上X類)。 机(話 者1,2,8,10,13,17
は0型,他 は 全 員 テ0型),昔(話 者7,8,10,15>16,22,24,25,27,29～30は テ0型,但 し15,
24,27は テ3も 。 他 は 全 員 テ3型 。実 際 に は も っ と併 用 の 人 が 多 い か も 。 テ3型 は あ る 種 の イ ン ト ネ ま
た は そ れ が 固 定 した も の か も 。 下 記 タ ベ,明 日 も 。cf.上 記 今 日)(以 上1類),二 つ(名 詞)(話 者1
は2型 。9,10,17,25～33は テ0型 。18,20,23は テ2型 。 他 は 全 員 テ0型 と テ2型 の 併 用 。 全 員 フ
タ ー ツ(人 に よ り テ0,テ2)も),二 人(名 詞)(話 者1は2型 。9,10,17,25～33はテ0型 。他 は
全 員 テ0型 と テ2型 の 併 用 。 全 員 フ ター リ(人 に よ り テ0,テ2)も),タ ベ(昨 夜)(話 者4,7～10,
16^-17,28～31,33は テ0型,他 は 全 員 テ3型 。 ユ ンベ ま た は ヨ ン ベ の 人 も)(以 上2類),明 日(話
者7,8,10,16,17,21酎25,28^'31,33はテ0型 。他 は全 員 テ3型)(以 上4類),― つ(名 詞)(話 者1
は2型 。他 は全 員 テ2型,話 者7は テ0型 も。全 員 ヒ トー ツ(テ2)も),一 人(名 詞)(話 者1は2型 。他 は全
員 テ2型,但 し話 者7は テ0型 も 。 全 般 に ヒ トー リ(テ2型)も)(以 上7類),岬(話 者5,9,14,16,
18^22,24^'29,32は0型 。 他 は 全 員 テ0型 。 但 し31は 未 調 査),わ ら じ(話 者2～8,10,12は1
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型 。9,13,14,22,25,29～32は テ0型 。 他 は 全 員0型,但 し11は テ2型 も)(以 上X類)。
 3.3.1.本 題 に入 る。◎の4点 の うち,ま ず 歴名3類 にっいて。表2に 「讃岐式0型 ・中央式 ユ型」 の
分布 を示す語 をあげた。X類 にも同様 の分布を示す語 が数語あ るので,そ れ も併 せて あげた。金 田一 語彙
表 では3類 に属 しなが ら,上 と異なる分布 を示す語がい くつかあるが,そ れ にっいて は省 略(3.2.参 照)。
 表2末 尾に,表2に あげた語彙 に関 して,各 地点の1型 と0型 の語数 をあげた。話 者1.20は1型 が0
型 よ りず っと多 く(中 央式),21^33は0型 が1型 よ りずっ と多 い(讃 岐式)。 図1の 中央式 ・讃岐式 の
表示 はこれに基 く。
 内陸 の、 予讃本緑 沿いの地 域に関 して,中 央式 と讃岐式 の境界 は,お よそ,旧 中村(西 条藩領)と 旧萩
生村(小 松藩領)の 境界 である東川 に一致す る。但 し,治 良丸は例外 で,旧 萩生村域 にあ りなが ら讃 岐式
である。治良丸は,上 原 など東側 の集落 との交渉 が とくに密接 であった とい うわ けで もない らしい。また,
治良丸 の西側 に突 き出 した丘や,東 川 その ものは,人 の行 き来 を妨 げ るほ どの ものではないよ うであ る。
 上記 の境界 の ところでは,上 述 のよ うに,3類 の1型 と0型 の語 数が逆転 す る。 またそ こには,表2の
bに 示 した よ うに,21語 もの等語 線 が固まつて走っている。そ こには大 きな断 層 があ り,そ こを境界 と
するこ とに異論 はないで あろ う。 しか し,3類 のア全体 を見る と,あ る程度 「漸層的移行」(上 野1981),
「移行 性分布」(山 口1982)の 傾向 も示す7)。 表2のaに あげたものは,上 記 の境界 よ り等語 線 が東 に
ずれ ている もの,cに あげた もの は,逆 に西 にずれているものである。 ここで注 目すべ きは, aは42語
もあるのにcは10語 しかない ことである。つ ま り,境 界の東側 に漸層 的 移行 の傾 向 が顕著 なのである8)
この事 は表2末 尾の1型 と0型 の語数(eも 含 む。後述 表5で も)か らも見 て取れ る。
 表2のdに は,全 般的 には讃岐式0型 ・中央式1型 の分布を示 しなが ら,地 点 に よって例外が出 る語 を
あげた。池 と坂 のテ2型 は地域差か も。岸 と姪のば らつ きは非 日常性 のゆえか。桑 は鍬 のア との牽引 も考
え るべ きか。玉 はテ0型 へ の変化が進行 中か 。
表2のeに はX類 の うちで3類 並み の分布 を示 す語 をあげた。
3,ろ.2.次 に 皿名4・5類 にっいて。ここでは 「讃岐式0型 ・中央式2型 また は1型 」 の分布 が予想 さ
れ る。 しか し実際に はきれいに この分布 を示 す語 は割合少ない。その原 因 として次 の様 な事が考 え られ る。
中央式 に関 して,3モ ー ラに2型 が残 ってい るのは話者1(氷 見)だ けである。氷見 よ り西 を調査 してい
ないので地域差か否 か不明。なお,他 の点で も氷見(と 川之江 ・伊 予 三島)は 他 地点 と アの異 なる もの
が 目立 っ。さて,2型 が少ない中央式 では,京 都 アなどと同様2型 →1型 への変化が生 じた と思 われ る。
その際 京都 アなどよ り以上 に,1型 の他 に,0型 テ0型 テ2型 に変化 した語が 目立 った。 そのせいで 分
布 が不 明瞭 になった と考 えるのである。
 なお,上 記2型 →1型 への変化 のきっか けとして,讃 岐式(2型 を欠 く)と の接 触 とい うことも考 え ら
れ ないこ ともない。 しか し,こ の変化 は境界地帯 だけでな く,松 山地方 な どでも,少 な くともあ る程 度は,
起 こっているら しい(山 内1932p.39,平 山1957 p,539)の で,そ の可能性 は少 ないと思 う。
表3に は,4・5類 の うち讃岐式 で0型 が纒って現れ る語(そ れ以外 は3.2.参 照)を,中 央式 のアと無
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関係 に,す べて取 り上 げた(但 し4類 「別 れ」 は話者31と33は1型,他 は全 員0型 で省 略)。3.3.1.で
述べた 鉦名3類 の境界 と等語線 が一致 す るものは少 ないが,「 男 ・鉋 ・俵」(4類)「 涙 ・枕 」(5類)
が比較的それ に近 い。
 この他,皿 動2類 の終止連体形 も1部 これ に準ず る分布 を示す(1類 は全域0型):写 す(話 者1m
は1型,4は0型 も,他 は全員0型),落 とす(話 者1～6は1型),4は0型も,他 は全員0型),思
う(話 者1m,9,11は1型,4は0型 も,他 は全員0型),泳 ぐ(話 者2は1型,他 は全 員0型),
頼 む(話 者1～6,11は1型,他 は全員0型)。 中央式 で,か な り1型 →0型 への変化が進 んでいるので,
分布が不 明瞭 にな っている。調査地域 の西端 の方に1型 が多 く現 れてい るが,中 央式 内部 の地域差 と断定
す るには調査地 点が少 ない。また実際にはもっと併用 の人が多いか。
 3.3.3, W形 にっいて表4に 示す。 「讃岐式テ2型 ・中央式2型 」 の分布で ある。 この境界 は 皿名3類
の ものよ り西 へずれ ている。旧萩生村の多 くは,中 央式 であ りなが らテ2で あ る(東 ・西 ・旦 の上,岸 の
下 の1部)。
 3.3.4.低 接 の付属語 のア を表4に 併せて示す。注意 すべ きは,皿=0型(鳥,梅)に低接の付属語 が
っいた場合,「 讃 岐式1型 ・中央式2型 」 の分布 を示す ことで ある。讃岐式 で1型 とな る理 由にっいて は
拙著1984p.113参 照。なお,讃 岐式でテ2型 は現れなか った(cf.拙 稿1984 p.113)。 こ の境 界 は
3.3.3.で 述べたW形 に一致 する。
 3.4.上 記(3.3.1.～3.3.4.)の4点 の うち,地 域差 が不明瞭 な皿名4・5類 をのぞ く3点 にっ いて,
境界付近 の状況 をま とめて図示 すれば,表5の よ うにな る。話者1～15は 純然た る中央式,21^-33は
讃 岐式 であ る。問題 は話者16～20(岸 の下,西,旦 の上,東 。何れ も旧萩生村 域)で あ る。ここは中央
式 であ りなが ら(狂 名3類 による),W形 とg=0型+低 接 のアについては讃岐式的 である。
 問題の地域 の アの変遷 に関 して,例 えば次 の2つ の可能性 があ る。(1)元 来純然 た る中央式であ ったが,
讃岐式 との接 触 によって,IV形 とR=o+低 接 のアに変化 が生 じた。(2)元 来純然た る讃岐式 であったが,
中央式 との接 触 によって,盈 名3類 のアに変化が生 じ,中 央式 になった。(1)と ② の中か ら選 ぶ とすれば,
(1)の可能 性が高 いと思 う。その理 由は次の通 り。 まず,(2)の 変化 は 皿名3類 とそれ に準 ず るか な り多数
の語 に生 じな ければ ならないが,(1)の 変化 はN形 と 皿=0型+低 接 とい う 「2項 目」 である(上 野1981
p。84参 照)。 次に,{2)の 変化 は自律的変化ではあ りえない(讃 岐式 ではE名1・3類 が ともに0型 で あ
る。ここで1類 が0型 の ままで,3類 のみが自律的に1型 に変化 するこ とは不可能)。 中央式 との接触の
み が要因である。 これ に対 し,(1}の 変化 は,讃 岐式 との接触 が最大 の要因 であることは間違 いないが,中
央式内部 にもそ の変化 を受 け入れ る基盤 があった 。即ち,論 理的 には(1)の 変化 は 自律的 に も生 じうること
と,中 央式 で 皿二2型 の多 くが1型 な どに変化 したこ と(4モ ーラ語 の変化 は不明 だが,W=2型 の語 の
多 くも他 の型 に変化 したと思われ る)が それ である。最後 に,(2)の 変化 が起 こった場合,問 題の地域 で 置
名3類 のアがば らついた り,も っ と連続的 に移行 した りす ことが予想 され る。 しか し,現 実 にはg名3
類のアは問題地域 で相当 よ く1型 に纒 まっている。かえって話者21～ の讃岐式 に1型 が目立っ(3.3.1.参
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照)。 上記 の理 由か ら,(1)の 変化 が現実 に起 こっ た否 かは別 に して,問 題地域 が中央式的 であることは明
らかである。
 なお,話 者15と16は10メ ー トル も離れ ていないところに住 む同級 生 であるのに,W形 と最=0型+
低接 のアが異な る。 旧萩 生村域の分布調査 が今後の課題 である。
注
1)讃 岐式 ・中央式 などの名称 は上 野(1985b)に よる。拙稿(1984)で 「丸亀式」とい う名称 を用 いたが,
それ は,上 野氏 の用語で言 えば,讃 岐式 か ら高松型 を除いた もの,即 ち(小 豆 島の ものな どを除 くと)
丸亀型 と観音寺型 をあわせた もの,の っ もりであった。 しか しこれ は曖 昧であ った。 佐藤(1986)p.2
に拙稿 が引用 されてい るが,そ こでは拙稿 の 「丸亀式 」を丸亀型 の意 に とられて しまった。新居浜市 の
讃岐式 アは,丸 亀型ではな く観 音寺型 である。
2)拙 稿(.・.)p.110参 照 。
3)新 居浜市 の讃岐式 は全般 に境 界に近 いので,若 干中央式的傾 向 を持つ(3.3.1.な ど参照)。 それ に対
し,境 界 か ら離れ た,い わば よ り純粋 の讃岐式 の例 として,川 之江 と伊予三 島のアを取 り上 げた。なお,
拙稿(1984)p。113L,―3で,(秋.月 氏の 皿名3類 のアは)「0型 と1型 が相 半 ばす る」 と書いたが,一
寸言いすぎで 「1型 があれ これ 目立っ」 といった程度 である。
4)下 降式 の名称 は上野(1985ab)に ょる。
5)愛 媛 県の中央式 の低起式 は,従 来全域 で遅上 が りとされていたので,本 稿 の記述 はそれ に反す る事 に
なる。讃岐式観音寺型 の低起式 は,早 上が りであるが,中 央式 と異 な り,第1モ ーラか ら第2モ ーラへ
の上昇 の度合 が少 なかった り,平 板 になる ことがある。 しか し,新 居浜 市の讃岐式 は,川 之江や伊予三
島 に比べれば,比 較的 その上昇が明瞭であ る。ある程度下降式 の下 降の度合 と相 関関係が あって,漸 層
的 に移行 してい るのか もしれ ない(3.1.参 照)。
6)2=テ2な どのモー ラ内の下 降調 は,本 稿 の調査 地域 では聞かれ なか った 。讃 岐式 の他地域 には存在
す るところ もある(拙 稿1984p.115 LL.7-9訂 正)。 この点 に関 し,愛 媛県 中央式 の他地域 の詳細
未詳(松 山方言 につ き,山 内(1932)p.37と 平山(1957)を 比較)。 皿=カ(コ)3,爼=テ3にっ
 き,3.2.参 照。
7)漸 層的移行 と移行性分布は必 ず しも同義 ではないかもしれ ない。例 えば,① 完全に連続的 な移行 と②
等語線 の束 が何 か所 か に分れて存在 す る場合の うち,① のみ をさす のか,① と②両方 を含 むのかが問題
になる。漸層的移行 の定義 は なされていないが,漸 層 とい う名称か らして,お そ ら く① と② の両方 を含
むのであろ う。移行性分布 は,山 口(1982)p.77の 定義か らす ると,① のみ をさす よ うである。但 し,
山口(1982)P.76の 「別表」 において,各 「コー ス」の内部 ではある程度等語 線は束 になっている。
8)新 居浜は住友 に よって開発 され た町で,以 前 から人 の出入 りが激 しか ったよ うである。そ のような こ
 とも関係 す るか もしれ ない。
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上野善道 1981「 新潟 県における中輪 ・外輪 アクセ ン トの境界線 」r金 沢大学 文学部論集 文学科篇』2
_. 1985ar香 川 県伊 吹島方言 のア クセン ト」 『日本学士院紀要』40の2
_。 1985b「 日本本土諸方言 アクセ ン トの系譜 と分布(1)」r日 本学士院紀要』4oの3
山 口幸洋 1982「 ア クセ ン トにおける移行性 分布 の解釈」r国 語 学』130
山内千万 太郎 1932『 松 山方言 のアクセ ント研 究」 『方言』2の3
〔付記〕
 本文中にあげた話者の方々と,話 者の紹介などで御世話になった次の方々に厚 く御礼申し上げます:西
条 ・新居浜 ・川之江各市教育委員会,左 記各市公民Np9秋 月洋子氏,伊 藤直栄氏,藤 田図南夫氏,宮 崎美
津枝氏,石 津啓子氏,白 田サワ子氏(順 不同)。
 音韻にっいて,簡 単 に触れて お く。文節中尾 の 「ダデ ド」 「ガギ グゲゴ」 の子音 は,各 々,話 者 ・場合
に よ り,〔d〕 または 〔～d〕,〔g〕 または 〔～g〕 。 二 重母音 としてのエイ は,エ ー。 セゼは,話 者 ・
場合 によ りシェジェ。
(な かい ゆきひ こ,研 修員)
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中    央    式
     音    調        類
「○ ○ 。  「○(○)[〉...   名1類
「○1○ 。  「01(○)D...   名2類
○ 「○ 。   ○ 「(○)[〉...   名3類
rO○ 。   fO O [〉...    名1類,皿 動1類
「○1○ 。   「010 D...    名2・3類,H動3類
○ 厂○ 。   ○ 「○ 〉...   名4類,皿 動2類
○ 「○ 。     ○ 「○1匚 〉...     名5類
「○ ○ ○ 。 厂0 0 0 D...  名1類,皿 皿動1類,皿 動1・2類
「○1○ ○ 。 「○10 ○ [〉...  名(2)3(4)5類,皿形1・2類
「○ ○]○ 。 「○ ○10[〉 一. 名(2・4)類
「○ ○ ○ 。 「○ ○ ○1D_少
○ 「○ O。  ○ 「○ ○ D...  名6類,一 皿動2類,皿 動3類
○ 「OlO。 ○ 「010D_.  名7類
○ 「○ ○ 。 ○ 「○01>_少
         讃 岐 式 観 音 寺 型
     音     調        類
厂○▽○ 。  厂○(○)▽[〉...  名1類
「○]○ 。  「○](○)〉...   名2類
○ 厂O。  ○r(○)[〉_   名3類
「○▽○ 。 「○ ○▽D...  名1・3類H動1類
「010。  「○]○ 〉...   名2類,H動3類
○ 「○o     O「 ○ [〉・..     名4類, 董1動2類
○ 「○ 。   ○ 「01D...   名5類
「○ ○ ▽○ 。 「○ ○ ▽○ [〉...  名1・4・5類,皿 雁助1類,皿 動1・2類
「010○ 。 「○]○ ○D._  名2・3類,皿 形1・2類
「○▽○]○ 。 「○ ▽01○[〉._欠
「○ ○ ▽○ 。rOO▽01D_.少
○ 「○ ○ 。  ○ 「○ O D_.  名6類 皿巫動2類,皿 動3類
0「01○ 。 ○ 「○1○D-. 名7類






氷 神 大 神 西 下 横 船 大 半 所 亀 大 山r 山r 日一 治 横 本 上 上 磯 新 大 光 ご一 川 川
地   点 橘 島 ノ 生 の の 西 の 東 東 良 明 之
見 一尸 町 拝 条 山 里'― 、、 屋 浜 田 藪 甲 院 下 下 上 丸 水 郷 原 原 浦 田 江 寺 島 江 滝
話 者 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718!9202122zi242527282930313233
靴 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 ! 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0
事(書 く～) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0
時(来 る0) 1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0
組(学 級) 1 1 1 1 1 ! 1 1 i 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0
栗 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0
菊 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0
泡(話 者10ア オ) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 T 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0
貝 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0
鯛 1 1 1 1 1 1 1 1 i ! 1 1 1 1 1 1 1 ? 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0
恥 1 1 1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0
綱 z 1 1 1 1 1 1 z z 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 0 0 ユ 0 0 1,0
a 熊 1 1 ? 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0
鍵 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0
弟子 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0
花 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 0か 0 0 0 0 0
茎 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
月(空 の) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
■!i1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
櫛 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1111 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
枠 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1,Q1 1 1 1 1 1 ! 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
家 1 1 1 z 1 1 1 1 1 1 1 1 ? 1 1 1 1 1 1 o,i1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
幕 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 i 1 1 0 1 0 0 0 Q 0 0 0 0
山 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0







氷 神 大 神 西 下 横 船 大 半 所 亀 大 山r 山年 日一 治 横 本 上 上 磯 新 大 光 =一 川 川
地   点 橘 島 ノ 生 の の 西 の 東 東 良 明 之
見
一
尸 町 拝 条 山 里'8、 、 屋 浜 田 藪 甲 院 下 下 上 丸 水 郷 原 原 浦 田 江 寺 島 江 滝
話 者 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223以 2527282930313233
島 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
脛(膝 頭) 1 1 1 1 1 1 1 1 1,01 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
丈(タ キの人 も) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
裏 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
肝(鶏 肉の) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
雲 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
谷 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
角(ツ ノ) 1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
錆 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
a 炭 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
土 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
主毋 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
縄 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
夢 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
綿 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
弓 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1,01 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ひび(茶 碗の) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1,01 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
斌口 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
墨 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1,0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0
垢 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
網 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
b
犬 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0







氷 神 大 神 西 下 横 船 大 半 所 亀 大 山r 1⊥4Tr 日一 治 横 本 上 上 磯 新 大 光 ご一 川 川
地   点 橘 島 ノ 生 の の 西 の 東 東 良 明 之
見
一
尸 町 拝 条 山 里'.」 、 屋 浜 田 藪 甲 院 下 下 上 丸 水 郷 原 原 浦 田 江 寺 島 江 滝
話 者 番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112!314151617181920zi2223242527282930313233
色 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
腕 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
馬(ン マ) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
膿 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
親 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
髪 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
草 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
米 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
b
塩 1 1 1 1 t 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
霜 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
波 1 1 1 1 1 1 1 ! ! 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
糠 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
蚤 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
海苔 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
桝 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
マ ー ス 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
一
豆 1 1 1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
指 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
竿 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 1,00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
店 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1,00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
C 年 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
足 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





氷 神 大 神 西 下 横 船 大 半 所 亀 大 岸 岸 旦 治 横 本 上 上 磯 新 大 光 三 川 川
地   点 橘 島 ノ 生 の の 西 の 東 東 良 明 之
見 戸 町 拝 条 山 黒 屋 浜 田 藪 甲 院 下 下 上 丸 水 郷 原 原 浦 田 江 寺 島 江 滝
話 者 番号 i 2 3 4 5 6 7 8 9 10il121314151617181920212223242527282930313233
糞(ク ソ) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 0 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
耳 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
C 腹 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1.,01 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
節(竹 の) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
倉 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
池 テ2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
坂 テ2テ2テ2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1,00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
岸 0 0 テ2 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0,10 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
d
姪(メ ー) 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
桑 1 1 1 1 0 0 1 i 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0
玉(水 晶,弾) テ0テ0テ0 1 1 テ0 1 1撃テ0テ0テ0撃 1 1 1 1 1,TO 1 1 0 0 テ0 0 0 1 0 テ0 0 0 0 0
(う どん) テ0テ0テ0テ0テ0テ0 テ0テ0テ0 テ0テ0テ0 テ0知 テ0鞭 テ0 鞭 テ0テ0テ0 テ0
以上3類
ﾘ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
鳩 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
e
沖 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
以上X類
1型 の語数 7s797982si80818281807879SO 79818181787372292228 22 14211.9 6 7 1 1 1







氷 神 大 神 西 下 横 船 大 半 所 亀 大 山r 匚LI厚 日一r― 宀 治 横 本 上 上 磯 新 大 光 三 川 川
地    点 橘 島 ノ 生 の の 西 の 東 東 良 明 之
見
一
尸 町 拝 条 山 黒'駈 」、 屋 浜 田 藪 甲 院 下 下 上 丸 水 郷 原 原 浦 田 江 寺 島 江 滝
話 者 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202!2223242527282930313233
硯 2 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 1 1 1,01 1 1 1 1 テ2 1 1 1 1 テ2テ2 0 テ2か 0
男 2 1 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 r 0 1 0 0 0 0 0 Q 0 Q 0 0 0 4
俵(タ ー ラ) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1,01 1 0 0 o,i0 0 0 0 0 0 0 0 0
鉋 ! 1 1 1 1 1 1 1 1 1 i 1 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
鏡 テ2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
刀 テ2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ! 1 1 1 1 0 0 U 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
袴 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1,01 1 0 0 0 0 0 0 0 i 0 0 0 0 0 0 0 0 0
団扇 テ2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 U 0,11 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
言葉 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 U 0 0 ! 0 0 0 0 0 0 0 0 0
暦 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0 U 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一
扇 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 o,i1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
表 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
頭 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 テ0テ0テ0
五 日 2 1 1 1 0 0 1 1 1か 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
七 日(ナ ヌカ) 2 1 1 1 0 0 1 1 0 1 1 1 i 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
余 り(物) 2 0
1
〔0醐1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 テ0テ0テO
宝 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
匂い 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 d 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
恨み 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0
頼み 2 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 Q Q 0 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0
流れ 2,00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
縫い目 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





氷 神 大 神 西 下 横 船 大 半 所 亀 大 岸 岸 旦 治 横 本 上 上 磯 新 大 光 三 川 川
地    点 橘 島 ノ 生 の の 西 の 東 東 良 明 之
見 戸 町 拝 条 山 黒 屋 浜 田 藪 甲 院 下 下 上 丸 水 郷 原 原 浦 田 江 寺 島 島 滝
話 者 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242527282930313233
袋 テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2 1 テ2 0 テ2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
以上4類
五つ(名 詞) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0
命 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0
心 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1,01.1 1 1 1 0 1,00 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0
胡瓜(キ ュー リ) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0
涙 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
箒 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 i 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
油 テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2 1か テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2 1一ﾟr20 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0






氷 神 大 神 西 下 横
.
船 大 半 所 亀 大 岸 岸 旦 治 横 本 上 上 磯 新 大 光 三 川 川
地    名 橘 島 ノ 生 の の 西 の 東 東 良 明 之
見 戸 町 拝 条 山 黒 屋 浜 田 藪 甲 院 下 下 上 丸 水 郷 原 原 浦 田 江 寺 島 江 滝
話 者 番 号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10!112131415161718192021 2223242527282930313233
悲しい 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2
優 しい 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2
苦 しい 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2
涼 しい 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2
鳥 も,梅 も 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 i 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
松 も,船 も テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2
鳥 と(引 用) 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 z 2 2 2 1 1 t 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
松 と(引 用) テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2テ2
鳥 よ り,梅 よ り 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1




生   の
院   下
岸      旦
の  西   の  東  東
下       上
治  横
良
丸   水
話者番号 14   15 16      !7      18      19      2021 22
皿名3類
1型語糊 型語数 79/3 81/1 81/1 81/1 78/4 73/9 72/17293 2260
lV形 2    2 テ2  テ2  テ2  テ2   テ2  テ2  テ2
皿=0型+低 接 2    2 1    1    1    1    1    1    1
申 央 式 (中 央 式 )1讃 岐 式
